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世界的な気候変動の進行や自然共生への関心の高まり、環境規制の厳格化などを背景に、ESG経営が浸透してい
る。また、近年の国際紛争等を受け、資源安全保障の重要性も改めて認識されている。こうした状況の中、企業およ
び社会において資源循環の重要性は一層高まっており、欧州を起点に、企業が持続可能な成長を実現するための
戦略として循環経済（サーキュラーエコノミー）への注目が集まっている。
我が国の建設分野においても、これまでの3R（リデュース、リユース、リサイクル）の取組みにとどまらず、サーキュ
ラーデザインや再生資材の活用といった概念が広がりつつある。本研修会では、サーキュラーエコノミーの概念をバ
タフライダイヤグラム（エレン・マッカーサー財団）を用いてご説明いただき、脱炭素にも寄与し新たな価値を創造し提
供していくことを目指す「建設分野におけるサーキュラーエコノミー」に向けた取組みについてご紹介いただいた。大
成建設の取組事例に加え、企業の枠を超えたサーキュラーエコノミー推進の動きについてもご講演いただき、共創と
連携により新たな付加価値の創造を目指す、持続可能な未来に向けた中核的な取組として、建設領域からサーキュ
ラーエコノミーを盛り上げる動きを感じる研修会となった。
【研修会の内容】
１. サーキュラーエコノミーとは／２. 日本や世界の状況／３. 国土交通省の取組／４. 建設業としての取組例／５. まとめ
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一般財団法人 先端建設技術センター　大会議室    WEB併用講演方式（Microsoft Teams）
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